
 

 

加西ふるさと夏ミーティング 2012 質問等一覧   

     

校区名 開催日時・場所 参加者数 

下里小学校区 
７月３日（火） １８：００ ～ ２０：３０ 

善防公民館 
１部：２４人  ２部：４１人  合計：６５名 

第１部 

 第５次総合計画  市の回答など 

Ｎｏ 施策分類 意 見 概 要 回答者 内容 

1 明日を担い未来へつ

なげる人づくり 

生まれた子どもへの施策は充実してきているが、子どもを

産むまでの施策、特に若者が結婚できるような施策や予

算についてはどうなっているのか。 

ふるさと創

造部長 

県や、市内の企業と連携して、婚活事業に取り組む。北条

鉄道での婚活イベントなどを実施した。 

2 郷土に誇りを持てる家

庭・学校・地域の輪づ

くり 

若い人が、住む場所を決める理由には、学校の学習環

境・子どもの安全安心・医療の充実というのがある。また、

規制が厳しく、北条東校区のように気軽に希望したところ

に家を建てられるようなところがない。 

おの検定のように、どの子も学習に取り組むものがあった

らいい。 

教育長 

 

 

 

 

ふるさと創

造部長 

市長 

基礎学力の向上のため、スクールアシスタントやヤングアド

バイザーを配置し、きめ細かい指導を行っている。また、就

学前教育にも力を入れている。ワッショイスクールや見守り

をお願いして、登下校時の安全に注意する。 

 

300万円事業の説明。地縁者住宅等調整区域の説明。 

 

救急対応の拡充。市民病院存続のため、市民の方にもご

協力をいただきたい。 



 

 

3 都市の魅力と快適さを

高めるまちづくり 

加古川・姫路など主要駅からのアクセスが悪い。 

国道372号線の整備について。 

ふるさと創

造部長 

副市長 

市内の企業の中には、加古川からのシャトルバスを走らせ

ているところもある。今年度、企業の要望調査を行う予定。 

今後の社会情勢では大規模な改修は難しい。交通安全に

特化して、歩道整備等を細やかに進めることになる。高速

バスのパーク＆ライドなど。 

4 明日を担い未来へつ

なげる人づくり 

市外の人に“加西市”をイメージしてもらいにくい。農業な

どに焦点をあてた魅力づくりが必要。 

また、青少年関係等、市内には似たような活動をしている

団体が多い。調整や整理、統合をしてはどうか。 

市長 

 

 

 

 

教育長 

農業と、その加工品を中心に考えていく。また、歴史的背景

等を入れたい。 

団体の会合に出席する上で考えるところでもある。個々の

設立の趣旨・背景もあるので難しいが、問題意識をもって取

り組みたい。 

総合教育センターに青少年健全育成部門を移管した。担

当者を一人にしたことで、それぞれの団体間の連携を密に

していく。また、小中学校の生徒指導においても、連携を取

っている。 

第２部 

5 地域の豊かさと元気を

取り戻す産業づくり 

都市計画マスタープランの将来像等は実情にあっていな

い。南北の幹線道路を中心として沿線地域を商業地・工

業地にして、利用促進してほしい。 

古法華の管理や祭りの運営をしている石仏保存会に、指

定管理に使っている金額のうちいくらかを回してもらえない

か。 

下里は、観光資源として、歴史的にも自然も豊かである。

その活用をお願いしたい。 

副市長 

 

 

ふるさと創

造部長 

都市計画は、法の枠組みの中で進められており、市街化区

域を広げることは難しい。ただ、使用促進を妨げるものでは

ない。 

3年間の指定管理が今年度で終了するので、保存会が要

件を満たすと管理者に手を挙げていただくことも可能であ

る。 

北条鉄道の駅と駅を結ぶハイキングコースの設定をしてい

る。 



 

 

6 都市の魅力と快適さを

高めるまちづくり 

各校区の通学路整備に対する300万円の補助は、今年度

以降も継続される事業か。金額が一律なのはなぜか。ま

た、通学路の決定は、どこが行っているのか。 

ふるさと創造会議は、どのくらい予算が組まれるのか。市

長が変わっても継続される事業なのか。区長への負担を

増やすだけのものか。 

地縁者住宅の区域について、メリットとデメリットを教えて欲

しい。売却するときなど。 

下里地区において、公営住宅の建設や、工業団地の建設

とその周辺地区に集合住宅の建設許可をお願いしたい。 

法華山に水道の敷設と防火水槽の設置をお願いしたい。 

区画整理したあとの土地で、下水道の敷設の有無によっ

て特別指定区域に「できる」「できない」を決定するのはい

かがか。 

 

教育総務

課長 

 

ふるさと創

造部長 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

通学路は、自宅から学校までを言い、指定・廃止は市教育

委員会の承認を受け、学校が行うことになっている。  

 

300万円事業の説明。今年度は、必要箇所の共有化。通学

路整備は、来年度以降も必要な事業である。 

ふるさと創造会議は、まだ予算計上についても検討段階で

ある。各種団体の会議との調整も検討する。 

特別指定区域制度については、後日回答。土地利用等に

ついては、今後の都市計画の中で検討していきたい。 

水道の敷設は、費用対効果を考えると難しいが、補助メニ

ュー等があれば利用申請を検討したい。 

 

基本的には、圃場整備をした地については、地縁者住宅

区域に入れることは考えていない。介在地の中で圃場整備

をしていないところを検討していただきたい。 

ふるさと創造会議は、市で決めつけるのではなく、新しい自

治の枠組みをみなさんと作っていきたい。 

 

7 健全な行財政運営の

確立 

2月のタウンミーティングで出した要望書に回答がない。通

学路の整備等の内容を含んでいるが、市の幹部等が現地

を直接見に行ってフィードバックし、議論できるような体制

づくりをお願いしたい。 

ふるさと創

造部長 

要望があった箇所については、土木課で現地確認を行い、

各代表区長さんへ資料としてお渡しいている。 

ホームページにおいて前回のタウンミーティングでいただい

た意見と回答については掲載している。今回のタウンミーテ

ィングについても、簡単にではあるが掲載予定である。 



 

 

8 住民参画・男女参画

で地域を元気にする

加西 

タウンミーティング・ふるさと創造会議の運営・進行につい

て。特定の自治会の要望を聞く場ではないのではないか。

校区の課題をあぶりだし、共有できる場にするため、再検

討をお願いしたい。 

市長 タウンミーティングは、多くの市民の方の声を聞く場にした

い。今後、ふるさと創造会議の枠組みが決まっていく中で、

運営や会議の方法について、また検討をしていく。  


